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Ⅰ．２． 

平成26年度 

年次報告会における 

アドバイザーによる講評 

 
年次報告会 

 

工業高等学校：  平成２７年１月１９日 

農業・水産高等学校：  平成２７年１月２３日 

商業高等学校：  平成２７年１月２７日 

高等専門学校：  平成２７年２月 ２日 

 

 

この資料は、年次報告会において、各アドバイザーの先生方が、お話しになった講評を取り 

まとめたもので、特に、アドバイザーの先生方の許可を得て掲載するものです。 

大きな観点からの講評もあれば、実践的な観点からの講評もありますが、 

いずれも知財マインドを持ち、創造力・実践力・活用力を育む人材育成の実践に有用なものです。 

学校が所属する学校区分の講評だけでなく、他の学校区分の講評も 

役立つと思われますので、ぜひご覧になってください。 
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平成２６年度アドバイザー一覧 
 
項

番 
所属 職名 氏名 

1 全国知財・創造教育研究会 会長 篭原 裕明 氏 

2 愛媛県立新居浜工業高等学校 校長 内藤 善文 氏 

3 鹿児島県立奄美高等学校 校長 満丸  浩 氏 

4 長崎県立佐世保工業高等学校 教頭 梅野 剛 氏 

5 北海道札幌工業高等学校 教頭 新山 雄士 氏 

6 北海道滝川工業高等学校 教諭 新居 拓司 氏 

7 群馬県立前橋工業高等学校 教諭 大久保 哲也 氏 

8 長野県駒ヶ根工業高等学校 教諭 林 厚志 氏 

9 福岡県立福岡工業高等学校 指導教諭 木戸 健二 氏 

10 佐賀県立有田工業高等学校（定時制） 教諭 吉永 伸裕 氏 

11 島根県立出雲商業高等学校 教諭 宇田 聡 氏 

12 指宿市立指宿商業高等学校 教諭 安藤 新 氏 

13 岐阜県立大垣養老高等学校 教諭 中野 輝良 氏 

14 宮城県農業高等学校 教諭 渡部 剛実 氏 

15 大阪府立農芸高等学校 教諭 烏谷 直宏 氏 

16 山口県立田布施農工高等学校 教諭 廣田 正治 氏 

17 国立大学法人山口大学 大学研究推進機構  
知的財産センター 

准教授 
(特命） 

陳内 秀樹 氏 

18 宮城県水産高等学校 教諭 油谷 弘毅 氏 
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19 愛媛県立宇和島水産高等学校 教諭 鈴木 康夫 氏 

20 全国知財創造教育協会 
（元茨城工業高等専門学校教授） 

理事 金子 紀夫 氏 

21 独立行政法人国立高等専門学校機構 
旭川工業高等専門学校 

教授 谷口 牧子 氏 

22 独立行政法人国立高等専門学校機構  
富山高等専門学校 

教授 本江 哲行 氏 

23 独立行政法人国立高等専門学校機構  
鈴鹿工業高等専門学校 

教授 大津 孝佳 氏 
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１－１）篭原 裕明氏の講評 

１）工業高等学校（平成２７年１月１９日） 

アドバイザー  

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 教頭     満丸 浩 氏 

長崎県立佐世保工業高等学校 教頭     梅野 剛 氏 

北海道旭川工業高等学校 教頭     新山 雄士 氏 

福岡県立福岡工業高等学校 指導教諭                         木戸 健二 氏 

佐賀県立有田工業高等学校 教諭      吉永 伸裕 氏 

群馬県立前橋工業高等学校 教諭                            大久保 哲也 氏 

北海道滝川工業高等学校 教諭                             新居 拓司 氏 
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１－３）梅野 剛氏の講評 

１－４）新山 雄二氏の講評 

１－２）満丸 浩氏の講評  
 
工業高校では，基礎学力と専門的な知識，技術，技能の習得に係る教育に重点が置かれていると思い

ますが，最近では，社会人基礎力も身につけなければならないと言われています。この社会人基礎力は，

三つの能力から構成されており，「前に踏み出す力」，「チームで働く力」，「考え抜く力」の三つです。こ

の中で，「考え抜く力」が不足していることが，工業校長会等の調査結果から明らかになっています。知

的財産教育では、正しく「考え抜く力」を養成することができますし，新たな学習指導要領の改訂で話

題になっているアクティブラーニングを先取りして実践していると思っています。今後とも「考え抜く

力」の養成を意識した取組をお願いします。 
また，知的財産教育においても評価は大切な部分かと思います。評価指標は何か，結果をどう分析する

か，指定校でなければ推進できないかなど，様々な視点で自校の知的財産教育を評価して次に繋げても

らいたいと思います。 
 
 
 
各校の実践発表がすばらしく感動いたしました。各校の取組を共有し発展させることで、自校の研究

のさらなる充実につながるものと思います。その意味で、中間報告会・年次報告会の意義は大きいもの

と思います。また、各校が「自立化」に向けて取り組むことの大事さを感じました。指定校として予算

等の支援が終了したときを見据えて、各校が知財教育の「自立化」ができるよう体制を整えることが肝

要だと思いました。今後とも、日本の産業を支える生徒たちのためにより良い知財教育の実践を推進し

て参りましょう。 
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１－５）木戸 健二氏の講評 

知的財産権
（チャンスを活かす）

特許権（発明）
実用新案（形状などの発明）

商標権（マーク）
意匠権（デザイン）

著作権、育成者権など

産業財産権

知的創造力
（発想を形に）

専門分野の知識
発想法・アイデア創出
ものづくり技術

知財マインド
を持った人材

工業高校での知的財産教育

社会貢献
ビジネスプラン
商品化

起業精神
（ベンチャーマインド）

各科目で
直接的・間接的
に触れる

１－６）吉永 伸裕氏の講評 

 
 
 
私は口頭で大まかに以下の内容を話しました。当日はパワポはありませんでしたが付けておきます。 
 本事業の工業高校における発表内容は、主に知的財産権教育とものづくりを通した創造力創出教育の

実践報告です。本事業の目標である知財マインドを持った人材育成には、これら２つの視点に加えて第

３の視点として商品化教育も必要だと考えます。これまでの工業高校教育では物を販売するための知識

や意識については教えられていません。その結果、商業高校や農業高校の生徒は販売を意識したものづ

くりを行いますが、工業高校の生徒は商品になるレベルのものづくりを目指してはいません。そこで、

工業高校の知的財産教育の中に商品化や販売、起業するという視点を組み入れることにより、ものづく

り教育の幅も広がり、ものづくりにおける社会的責任やアイデア創出に対する意欲がより高まると思い

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
今回は E 班のアドバイザーを務めさせていただきました。どの学校も、経験年数に応じた実践を意欲

的に取り組まれており、私自身刺激を受ける内容でした。 
 分科会の中で何度か話題になりましたが、次年度以降の事業採択に明暗が分かれているようです。し

かしその中で次に向かって前向きなプランを紹介いただいた学校も多くありました。アドバイザーとし

て立ち回らせていただいて感じるのは、工業という校種が知財教育事業の中でも学校数が多く取組事例

にも成熟した内容が多いというところです。この人的なネットワークの強固さは大きな強みですが、反

面その部分に頼ってしまい、新規な取組へのアプローチに対しては、実は伸びしろが多いのではないか

と感じています。地域の企業、自治体、そして多校種の教育機関などとの連携を図りながら、新しい刺

激を積極的に受け入れていくことで新しい工業の知財教育のページが開けていくのだと思います。  
私は工業の中では少数派のデザインという分野を扱っています。仲間を少ないですが、その分貪欲に新
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１－７）大久保 哲也氏の講評 

１－８）新居 拓司氏の講評 

しいコネクションを見つけていける立ち位置でもあります。そうした可能性を工業全体で模索していけ

れば、次年度に向けてお互いに共有できる実践を持ち寄れると思っています。そんな襟を正す気持ちと、

ワクワクする気持ちの両方をお伝えして年次報告会のまとめといたします。 
 
 
 
本日は大変お世話になりました。 
工業教育と実社会（企業）とは密接に繋がっており、皆さんが実践している知財教育にぜひ企業のエッ

センスを入れてみてください。そこから新たな展開や出会いが発生し、それが生徒に還元されることで

しょう。今後も皆さんの継続的な活動に期待しています。 
 
 

 
本日の年次報告会では満丸先生と共にＢ班のアドバイザーを務めさせていただきました。学校では私

も生徒に知財教育の楽しさを伝えています。今日の年次報告会で学んだ各学校の素晴らしい実践を持ち

帰って生徒に還元したいと思いました。ここで、新山先生が作成された資料を用いて報告会のまとめを

行います。（別紙添付資料） 
 最初に『何のために行うのか、誰のために行うのか』を意識していますか？ 知的財産教育はご参加

の先生方を中心に、日本の将来を担う生徒を知財人材として育成することが原点です。各校での取組み

は多種多様で構いませんが、その状況により絶えず変化する目標を定めましょう。目標へ向かうのに先

生１人の力だけでは足りませんから「協働」するにあたって情報を共有して理解者を増やす行動をとり

ましょう。授業実践では生徒に合わせ「気づき」を与えるように心がけ、引きのコミュニケーションで

生徒を主役にしましょう。そして最後に知財人材を育成する先生方、授業をしていて幸せですか？ 生

徒たちはとても敏感です。幸せを常に意識して「笑いのある授業」を先生が行えば、生徒は必ずついて

きます。決して無理をせず、できるところから一歩踏み出してしてみませんか。 
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２－１）篭原 裕明氏の講評 

２）農業・水産高等学校（平成２７年１月２３日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明  氏 

愛媛県立新居浜工業高等学校 校長                         内藤 善文  氏 

岐阜県立大垣養老高等学校 教諭     中野 輝良  氏 

山口県立布施農業高等学校 教諭                 廣田 正治  氏 
宮城県農業高等学校 教諭                    渡部 剛実 氏 
大阪府立農芸高等学校 教諭                   烏谷 直宏 氏 
愛媛県立宇和島水産高等学校 教諭                鈴木 康夫 氏 
宮城県水産高等学校 教諭                    油谷 弘毅 氏 
長野県駒ヶ根工業高等学校 教諭                 林 厚志  氏 
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２－２）内藤 善文氏の講評 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
❶田畑教科調査官がおっしゃっていました。「この開発事業は大切で、文科省としてはありがたく思いっ

ている。今後、未経験校にも広めてほしい」と。大変有難いお言葉です。この開発事業は文科省のお墨

付きであると、自信をもってやっていきましょう。 
❷文部科学大臣の諮問を受けて中央教育審議会が始まりましたが、大きな流れは、「アクティブ・ラーニ

ング」であり、この開発事業はまさにその先行実証的な教育活動であると思います。この開発事業を続

けることで、中教審の議論を動かし、日本の専門教育システムを世界一にしたいものです。行き詰まり

感のある現在の教育のブレイクスルーになると期待されます。 
❸私たちがしている知財教育活動は、正に「知財権（法）に裏付けされた技術開発・商品開発・製品開

発をとおして生徒を育てる教育」、もっと言えば「実社会と結びついた生きた教育」です。イノベーショ

ンの定義は、様々ありますが、私たちの取り組みは、まさに「生徒の創造力を育成する教育手法の発明」

であり、正に「教育のイノベーション」と言っても過言はないと思います。 
❹過去に、工業高校側から企業に対して、「学校ではどんな力を育ててほしいか」というアンケートを取

りました。その結果、意外と「創造力を育ててほしい」という項目が低かったのには、がっかりしてい

ました。この結果に対して、私はずっと疑問をもっていました。「そんなことはないはずである。アンケ

ートの取り方が悪いのではないか」と。 
先日の地方新聞ですが、「県内企業 学生に求める能力『考え抜く力』トップ」という見出しで、
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２－３）中野 輝良氏の講評 

以下のような記事が掲載されていました。「企業が求める人材に関する調査結果によると、中小企業

の経営者は語学力や情報処理能力、業界に関する専門知識よりも、粘り強さや主体性などの内面性

を重視していることが浮き彫りになった」と。これは、大卒者に求める能力の調査ですが、専門高

校の卒業生に求める能力と捉えることもできますので、大いに参考になります。端的に言うと、「知

識よりも内面性を重視する」という調査結果のようです。記事には「『考え抜く力』を備えた人材に

は、月額 6 万円を追加で支払う価値がある。『前に踏み出す力』には 4 万 7 千円、『責任感がある』

には 3 万 8千円」とあります。一方で「『専門知識』に秀でた人材への追加価値は 1万 5千円」とい

う低い額だったそうです。 

この調査結果は、私たちにとって、とても重要だと考えていいでしょう。企業から「考え抜く力

を身に付けなさい」といわれています。現代は、知識基盤社会といわれてはいますが、知識が豊富

というだけでは、単なる「もの知り」です。昔から「読み・書き・そろばん」といわれるように、

授業（座学）で身に付ける基礎学力は何より重要ですが、それだけではもう通用しないという現実

があるのです。よって、開発事業のような教育活動はこれからの日本にとって、とても重要という

ことになります。 

❺今後とも、「生徒を育てるために知財教育をしている」という視点を忘れることなく、一緒に学び、一

緒に交流し、一緒に頑張りましょう。 
 
 
 

先生方、今日1日、そして今年1年、知財教育の実践、お疲れさまでした。 

今年も年次報告会では各校での知財に対する様々な取り組みを聞かせていただくことができました。以

前の年次報告会では取り組みの方向性を見定めるにあたっての不安や、取り組み方が分からないと言っ

た、いわゆる取り組みのスタートを切る段階での悩みや課題が聞かれることが多かったのですが、今年

はどちらかというと次のステップへ各校が進み、具体的な展開方法や定着に向けた取り組み、教科内容

との結び付けなど、ずいぶん取り組みが深化していると感じました。これは先生方が生徒たちと一緒に

「授業を工夫」し、「知恵を絞られてきた」結果ではないでしょうか。ぜひこれからも「先生方が授業

で知恵を出すこと、つまり知財を実践する授業」を大切にして頂きたいと思います。 

農業の観点から、一つだけ申し上げます。様々な工夫された取り組

みが各校で展開されています。言うまでもありませんが、農業という

産業においては、農業生産、つまり栽培･飼育･製造･流通といったベ

ースが基本です。この土台となる基本である「農業生産･農業経営」

の上に立って、その手法論として知財があるわけです。ぜひ各校での

「それぞれの取り組み」をこのベースに重ね合わせて頂くことを大切

にして頂き、農業生産活動の中で実践される「知財活用」を生徒たち

に実践させて頂きますようお願いをいたします。本日の会ではそれぞれの先生方が多くの実践をシェア

して頂き、ヒントをたくさん得られたことと思います。ぜひ今日得られました学びを今年のまとめに、

そして来年度の知財教育のスタートに活かして頂きたいと思います。各校での知財教育の益々の充実を

願いましてまとめとさせて頂きます。ありがとうございました。 
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２－３）廣田 正治氏の講評 

２－４）渡部 剛実氏の講評 

２－６）烏谷 直宏氏の講評 

２－７）鈴木 康夫氏の講評 

 

 
先日、私が出席したある会合で、次のような言葉が紹介されました。それは、小説家、劇作家、放送

作家である井上ひさし先生の「難しいことを易しく、易しいことを深く、深いことを面白く」という言

葉です。指導に慣れない教員は、とかく知的財産教育が難しいというイメージを持つように思いますが、

知的財産を易しく、深く、面白く指導することで生徒の興味・関心はより一層高まり、学習の深化につ

ながると思います。 
本日の研究報告は、各校独自の指導の工夫が随所に見られて大変素晴らしいものでした。今後、各校

を中心として、知的財産教育がますます充実・発展することを期待しています。 
 
 

 

 知財教育の活性化のためには、教員自身がものつくりのアイデアを作り出す様々なコンテストを調査

し、生徒へ嚙み砕いて提供します。このことにより、生徒達の活躍の機会が増えてきます。コンテスト

へのチャレンジは、成果があるときもありますが、失敗することもございます。生徒達と共に考え作り

だしたものは、社会的評価をいただくことができます。ここで、社会との接点が生まれてきて、評価さ

れた試作品や、考え方は企業と連携しての商品化に結びつきます。これらの学習活動を地道に継続して

いくことが重要です。 

 

 

 
本日の年次報告会では教室に持ち帰りたい熱い実践がたくさん見られました。とても勉強になりまし

た。夏の知財交流会や産業教育フェアの成果展示発表会等、参加校も増え生徒の交流の機会も多くなっ

てきております。そこには熱く本音で語る教員がいて、生徒がいる。夢を語り合うことのできる場所で

あり、そういう場所が大切に感じています。 
私自身、本事業において多くの人と出会い、いまのこの年次報告会でも多くの実践から多くのことを

学ばせて頂きながら、成長していきたいと感じています。また、明日から教室に戻り、生徒と夢を語り

ながら頑張っていきたいと思います。本日は本当にありがとうございました。 
 

 

 

アドバイザーとなり初めての年でしたが、アドバイザーというよりも皆さんと同じ立場で実践をして

いるものとしてのお話をしたいと思います。本校は知財教育を始めて3年目でようやく卵が孵化したとこ

ろではないかと感じています。その中で皆さんの発表を伺って新しい世界を知り、また新しいことにチ

ャレンジをしたいという思いが生まれてきました。いつもこの会に参加して思うのですが、参加してお

られる先生方の活動や熱意はすばらしく、いつも「すごい」、「負けたくない」、「つながりたい」と

いう思いにさせられ学校に帰っていきます。多くの方が同じように感じていらっしゃるのではないでし

ょうか。そういった思いを生徒に伝え、生徒を育成していけば生徒もどんどん成長すると思っています。
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２－８）油谷 弘毅氏の講評 

２－９）林  厚志氏の講評 

知財教育に出会ってよかったと思える仲間を学校の内外で増加させていきましょう。本日は誠にありが

とうございました。 

 

 

 
本日は皆様、大変すばらしい実践報告を拝見させていただきありがとうございました。 

いくつかの報告の中で、「取組に自身が持てない」という旨の報告がありました。私自身も、知財教育に

携わりはじめた頃自身が持てずに知財教育を実践しておりました。しかし、中間報告や年次報告、地域

別研修会に出て多くの先生方と知り合い、数多くのすばらしい実践事例を拝見する機会に恵まれてきま

した。そのエッセンスを取り入れ、自校独自の展開ができればと考え、現在も知財教育を実践しており

ます。知財教育は専門教科の各科目を有機的に繋げることができる教育ツールです。しかし、 一人で

できることは限られています。仲間が増えればできることは５倍、１０倍、いや無限大に広がります。

先生方はもう一人ではありません。私も、ここにいる先生方に支えられ、刺激を受けてきました。そし

て今日も刺激を受け、感動し、学校に持って帰るお土産がたくさんできました。これからもこの知財教

育ネットワークを活用して生徒にもっといいものを提供していきましょう。そして、５年、１０年後の

産業を支える人材を育成して参りましょう。ありがとうございました。 
 
 

 
今回の農業・水産高校における年次発表会に出席させて頂き、また工業の分野での報告をさせて頂い

た中で、私なりの視点で感じたこと、学んだことを述べさせて頂きます。 
農業・水産ともに多くの高校での取り組みは、やはり農産物や水産物など「生命」を扱っての工夫に大

変素晴らしい成果が多いと感じました。植物や魚など資源としては貴重な生命であり、また道徳的に見

れば尊い生命を本当に大切にし、いかにより良い食品として昇華させていくか、その一つ一つの商標に

まで深いディスカッションと試行錯誤を重ねることによって得られた結果だと思います。私の所属する

工業高校の生徒達もまた、「産業財産権の基礎」という選択授業の中で、試作の過程では鉄やアルミ、樹

脂といった素材を加工し目標とする機能を持った形にするわけですが、一見無機質な金属の集合体のよ

うに思えるものに、新たな命を吹き込む想いで造り上げていきます。そうやって完成した 3 種類もの作

品が今回特許申請を行うことができました。 
この年次報告会を通じて、農業・水産高校の皆様の大きな成果を残された作品との共通点を 3 つ見いだ

すことができました。 
① まだ誰もやったことないもの 
② 人の役に立つもの 
③ 夢があるもの 
これらの想いが背景にあれば、きっと今回の年次発表会で出された多くの発明が、これからも数多く生

徒の中から沸き上がってくることと思います。 
最後に、この年次報告会の中で多くのことを学ばせて頂きました先生方に、心から感謝申し上げます。 
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３－１）篭原 裕明氏の講評 

３）商業高等学校（平成２７年１月２７日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長     篭原 裕明 氏 

鹿児島県立鹿児島工業高等学校 教頭    満丸  浩  氏 

鹿児島県立指宿商業高等学校 教諭     安藤  新  氏 

島根県立出雲商業高等学校 教諭                 宇田 聡 氏 

佐賀県立有田工業高等学校 教諭      吉永 伸裕 氏 
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３－２）満丸 浩氏の講評 

３－３）安藤 新氏の講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業高校をはじめとする専門高校の役割は，「将来のスペシャリストの育成」，「地域産業の担い手の育

成」，「心豊かな職業人の育成」であることが高等学校学習指導要領解説等で示されています。この中で、

商業科においては知的財産教育を通して「地域産業の担い手の育成」を実践している事例が多くみられ、

素晴らしいことだと思います。 
さて、経済産業省が提唱している社会人基礎力の一つ、「考え抜く力」が，高校生に不足しているという

データがあります。「考え抜く力」は知的財産教育が得意とするところでもあり，是非、日頃からの実践

を通して「考え抜く力」を育成していただきたいと思います。 
 

 

先生方に報告していただいた内容を「発表の３つのポイント」の「視点・工夫・変化」をキーワード

にマインドマップにまとめてみました。各学校それぞれ，特色ある素晴らしい活動報告していただきま

した。その中には，「どうしても上手くいかないんです」「学校が運営していたお店を閉じました」など

活動を進める中での苦労や先生方の苦しい胸の内も話していただきました。発明王と言われる「トーマ

スエジソン」が言った言葉です。「私は失敗したことがない。ただ、1 万通りの、うまく行かない方法を

見つけただけだ。」負けず嫌いとも取れますが，先生方いかがでしょうか？実際，知財教育を進める中で
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３－４）宇田 聡氏の講評 

３－５）吉永 伸裕氏の講評 

上手くいかないことが上手くいくことより，多いのではないでしょうか。上手くいっていたらみんな発

明王になっています。上手くいかないことや「後一歩」という経験をすることで，私たちも生徒たちも

これから成長できると思います。そして，成功につながって行くのではないでしょうか。 
 
 
 
中間報告会、地域別研究協議会でも同じように感じますが、先生方の発表をうかがうと、「もっとおも

しろい授業がしたい」という気持ちがわいてきます。実際には、授業や校務のなか、年次報告階に参加

するのは大変であり、負担を感じられることもあると思います。また、さまざまな制約や課題がある中

で、この１年、何の問題もなく取り組みを進められたという先生は少ないのではないでしょうか。その

ような中で、全国で同じように知財教育に取り組んでいる先生方が頑張っておられるのを感じ、大変励

みになっています。本事業のよいところは、各校で取り組んだ内容については、参加校は自由に使って

もいいというところです。今回の発表でも参考にさせていただきたい取り組みが多くありました。学校

に帰って勉強させていただいたことを実践していきたいと考えています。本日はありがとうございまし

た。 
 
 

 
工業、デザイン教育の分野に身を置いて今年初めて、中間報告も含めて商業の方にアドバイザーとい

う立場で参加させていただきました。それぞれの取組みに共通して感じるのは、商品開発ひとつとって

も、商品を開発することが目的ではなく、それによって生じる様々な場面の経験が生徒を成長させてい

く学びだと認識されて取り組まれていることです。市場主義というか、現場主義の商業ならではで私自

身とても勉強になりました。中間報告の際にも追うひとつ驚いたのは、デザインのニーズが取組の中で

非常に高いということです。学校の中で美術教育と連携しながら取り組まれていたり、他校と連携され

ていることでデザインマインドを吸収されている学校が多いのも素晴らしいことだと思います。 
 ちょうどいま、渋谷のヒカリエで「PtoP Store（Probrem to Product）展」という企画展が開かれて

い ま す 。（ ※ 2014 年 12 月 13 日 （ 土 ） 〜 2015 年 2 月 15 日 （ 日 ） ま で 開 催 。

http://www.d-department.com/event/event.shtml?id=7071510356385261）全国の都道府県で雇用や環

境問題、伝統工芸、地域産業、農業などの課題を出発点に生まれた製品や活動が紹介されています。私

たちが教育の中でフィールドにしている地域に目を向けるにあたって、ヒントになる事例が山ほどあり

ます。ぜひ文献などで研究されてみることをお薦めします。私たちの地域にはまだまだ私たちが取り組

める地域の悩みや財産があるはずです。また来年もここでそうした取組をたくさん伺えることを楽しみ

にしております。 
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４－１）篭原 裕明氏の講評 

４）高等専門学校（平成２７年２月２日） 

アドバイザー 

全国知財・創造教育研究会 会長      篭原 裕明 氏 

元（独）高専機構茨城工業高等専門学校 教授           金子 紀夫  氏 

富山高等専門学校 教授                                      本江 哲行 氏 

旭川工業高等専門学校 教授                       谷口 牧子 氏 

鈴鹿工業高等専門学校 教授                                   大津 孝佳 氏 

岐阜県立大垣養老高等学校 教諭                                中野 輝良 氏 
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４－２）金子 紀夫氏の講評  
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４－３）本江 哲之氏の講評 

４－４）谷口 牧子氏の講評 

４－５）大津 孝佳氏の講評 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
この一年間、諸先生方や生徒・学生さんたちから多くのことを学ばせていただきました。 

高専における知財教育は、各学校の取り組み状況に関する報告や、パテントコンテストの審査結果等か

ら考えると、専攻科では、かなり進展していると思います。その一方で、本科生、特に低学年について

は、まだまだするべきことが沢山あると思います。高度な専門性を有する人材の育成を目的としている

高専で、低学年に対し、どのような知財教育を行っていくかについて、さらなる工夫と努力が私たち高

専教員に求められていると思います。 
 

 
 
各校の取組が年々充実されており、非常に嬉しく思います。各校の特徴を活かした取組がされてきて

おり、先生方のご尽力が素晴らしいと思います。また、いろいろと参考になるものがあったと思います

ので、各学校の特性に合わせてアレンジして頂けれと思います。私も、幾つかヒントを頂きましたので、

早速来年度の活動に活かしたいと思います。発想法として、ご参考に TRIZ（トゥリーズ）をご紹介しま

す。これは約 250 万件の特許内容の分析から生まれた問題解決のための発想のヒントを与えてくれる発

想ツールです。「問題」と「解決策」の関係を分析した結果、何かを改善しようとすると何かが悪化して

しまう矛盾を解決するアイデアが特許に結び付いており、問題を解決する発想法を「40 の発明原理」に

分類しました。更に、改善される項目と、悪化してしまう項目を整理し、その問題を解決した 40 の発明

原理の事例を「矛盾マトリクス」という表にまとめものです。本年度の鈴鹿高専の課題研究での発表会

の 17 件の発表の内 5 件の学生達が TRIZ での発想を試みました。獣害対策を考える、ダンゴムシロボッ

ト、ブロックで車を作るにはなどです。特に、1～3 年生生達が熱心に取り組んでおり、嬉しい限りです。

例えば、3D ブロックでエネワンカーを作り、鈴鹿サーキット国際レーシングコースを走るレースに挑戦
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４－６）中野 輝良氏の講評 

するために「作りやすさを向上し強度の低下を防ぐには」を検討し、発明原理 1 の分割の原理, 発明原理

3 のローカルな品質の原理、発明原理 10 の予備的作用の原理, 発明原理 32 の色の作用の原理を考察しま

した。1 分割の原理での 3D ブロック、3 ローカルな品質の原理での強度の出るブロックの組み合わせ方

法、10 予備的原理での車体構造の構成方法、32 色の作用では透明なシート等の活用など様々なアイデア

により、大人から「ブロックは落ちるから絶対ダメである」と言われたブロックカーでの出場を果たし、

幼稚園、小学生、中学生、高専生たちの、多くの自信に繋がりました。是非、参考にして頂ければと思

います。何かありましたらご気軽に大津までご連絡下さい。テレビ会議やスカイプなどでも交流させて

頂きたいと思います。また、知的財産学習を発展させてゆくのに、地域の学校との連携が有効的である

と思います。違った専門の学校との交流の中で、また新しい発想や考え方が生まれてくると思います。

来年度は地域別の報告会を充実させるなど、地域での交流が重要になりますので、是非、宜しくお願い

致します。本日はありがとうございました。 
 

 
 
先生方、今日1日、そして今年1年、知財教育の実践、お疲れさまでした。 

私自身、普段は農業高校での教育に携わっておりますので、今日は高等専門学校での知財実践を聞かせ

ていただき、大変勉強させていただきました。私なり（高校教育）の観点から、本日感じたことをお話

しさせていただきます。まず、高専では５年間のスパンで人材育成が出来ると言う強みを十分に活用し

ていただきたいということです。我々、高校現場では３年間しか生徒に実践させる時間がありません。

よく高校現場で知財に取り組んでいらっしゃる先生方から「やっと知財の面白さが分かってきた頃に終

わってしまう」という話を聞きます。それは私も同感です。高専では５年間の「教育」を考えることが

できるわけですから、知財の「活用」まで実践できる時間があるわけです。高専は知識を得る、技術を

身に付ける、そして知財を学び、さらに活用･実践できるということが強みです。ぜひこの３つの観点を

意識して学生の育成をお願いしたいと思います。実践報告をお聞きしておりましたら、各校で非常に高

度で特徴的な指導が進んでいます。ここに知財を確実にリンクさせることができたら、さらに確実な力

を身に付けられます。そして地域の産業人、技術者を間違いなく生みだしていくことにつながると思い

ます。「ものづくり」は「人づくり」です。知識･技術に加えて知恵が出せる、工夫ができる、知財的素

養を持った人材育成、「人づくり」こそが良いものを生みだすことにつながります。ぜひ、高専の学生

が産業の中心となって活躍できるような人材育成、知財実践をお願いして、まとめといたします。あり

がとうございました。 

 
 

 


